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患者の、患者による、患者のための愛腎協

第 175号　編集：（一社）愛知県腎臓病協議会事務局　発行 : 令和 2年 3月 6日

　令和 2 年 2 月 15 日、16 日の両日に渡り、
岐阜県にて第 88 回東海ブロック会議が開催さ
れました。東海ブロック選出の伊藤 ( 愛知 )、
大屋 ( 静岡 )、谷川 ( 岐阜 ) の 3 名の全腎協理
事の出席の元、各県より 21 名が参加 ( 愛知県
は５名 )。
　１日目は、全出席者の自己紹介に始まり、各
県と青年部の昨年 10 月よりの活動報告が行わ
れ、合わせて活動における課題と問題点、そし
て全腎協に対しての要望について各県組織から報告がありました。中でも問題点は高齢化
による影響での役員の不足については各県同様であることが引き続き大きな問題として報
告された。
　また、全腎協への要望については、国会請願について請願項目が変らない点について時
代に即した物にすることで新しい署名者が増えるのでは等の意見がありました。
　次いで、１月に開催された全腎協第 23 回理事会の報告が行われ、全腎協の動きとして、
主として CKD 議連と全腎協による研修会の報告、全国代表者シンポジュウムの報告、さ
らに日本透析医学会が準備している「人生の最終段階における維持透析の開始と継続に関
する意思決定プロセスに関するガイドライン ( 案 )」について報告がり、この件について
の報告は福生病院での透析中止問題に端を発した、透析の開始時における意思表示と、そ
の後の撤回における諸問題について、日本透析医学会がそうした問題についての提言案と
してガイドラインを策定し、全腎協もその作業委員会に馬場会長が参加し、取りまとめら
れた内容について説明がされました。
　各県の参加者もこの問題について多く発言があり、1 日目は時間が足りず 2 日目へ議論
は繰り越されました。

第 88 回東海ブロック会議 in 岐阜

次のページへ続きます

◆コロナウイルス・インフルエンザ注意喚起◆
■愛腎協会員の皆様へ
　愛知県内において、コロナウイルスの発生情報が出ております。特
に基礎疾患を持つ方はより注意が必要です。また、透析患者は通院治
療の為、自分のみならずクリニック全体にも影響を及ぼす事を心に留
めて、厚労省等より発行されているコロナウイルスについてのＱ＆Ａ
を参考にして予防に力を入れましょう！
　同じ様にインフルエンザにも気をつけましょう！　手洗い・うがい
も意識しましょう！
※新型コロナウイルスに関する Q&A（一般の方向け）
厚生労働省→ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.html

東海ブロック会議
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　第 49 次国会請願署名及び JPA 署名は皆さまのおかげで、以下の署名数と募金が集ま
りました。3月19日(木)には全国の患者会組織と共に国会請願行動を行う予定でしたが、
新型コロナウイルスの広がりにより延期となり今後日程が新たに決まり次第皆様にはお知
らせいたします。
・国会請願署名 ： 枚数 4264 枚　2 万 3907 筆・JPA 署名 ： 枚数 4135 枚　2 万 4250 筆
・募金総額 ： 555 万 1879 円

◎ 3 月 8 日 ( 日 )：第 3 回理事会、本部長会議 ( 愛知県白壁庁舎 ) ※中止
◎ 3 月 15 日 ( 日 )：第 14 回市民公開講座 ( 名古屋市・KDX 桜通ビル ) ※中止
◎ 3 月 19 日 ( 木 )：第 49 次国会請願署名行動 ( 東京・国会議員会館 )　※延期
◎ 3 月 20 日 ( 金 )：岡崎福祉まつり「臓器移植キャンペーン」( 岡崎市むらさき館 )　※中止
◎ 3 月 22 日 ( 日 )：名古屋本部代議員会議 ( 名古屋都市センター 14 階 )
◎ 3 月 29 日 ( 日 )：西三河本部総会 ( 安城福祉総合センター )
◎ 3 月 29 日 ( 日 )：第 3 回災害対策委員会 ( 愛知県白壁庁舎 5F 県会議室 ) ※中止

◇第 49 次国会請願署名及び JPA 署名◇

★ 2 月 9 日 ( 日 )：尾張本部第 1 支部勉強会 ( 小牧 )
★ 2 月 13 日 ( 木 )：2 月度業務執行部会議 ( 名古屋 )
★ 2 月 23 日 ( 日 )：東三河本部会議 ( あいトピア )
★ 3 月 1 日 ( 日 )：CKD 対策講演会 in 東栄町 ( 東栄グリーンハウス )
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前のページの続きです
　2 日目は前日の続きとして、ガイドラインの内容と今後の公開までの流れのなかで、当
事者の患者団体として声明を全腎協に出してもらいたい旨が要望され、全腎協としても 3
月の理事会でもこの件はもう一度話をする事が報告されました。
　その後、各県の活動における会員拡大と組織強化・災害対策について、各県が行ってい
る活動についての取り組みが紹介され、閉会となりました。

青い鳥ハガキの無料配布 ( 受付 4/1 ～ 5/31( 配布は 4/22 から ))
　皆さま、「青い鳥ハガキ」をご存知でしょうか、昭和 51 年度より、日本郵便株式
会社が身体障がい者及び知的障がい者の福祉に対する国民の理解と認識をさらに深
める事を目的として、無償で青い鳥がデザインされたハガキ 20 枚が上記の障害があ
る方に配布されています。
　この青い鳥ハガキは、透析患者さんは身体障害者手帳 (1 級・2 級 ) をお持ちの方
が郵便局窓口にて申込 ( 代理人でも可 ) すれば配布して頂けます。
※申請にあたり申込用紙に記入が必要です。
　もし、ご自身でお使いにならない様でしたら、愛腎協事務局へご寄附頂けました
ら経費の削減につながりますので、よろしくお願い申し上げます。

皆様ご協力をありがとうございました。

※愛腎協の活動に関して、コロナウイルス流行の影響により中止や延期となっているもの
   もあります。今後も変更となる場合がありますのでご注意ください。


